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令和５年度事業計画 現状値
（Ｒ３）
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令和５年度実績報告

事業の
進捗状
況
Ａ順調
Ｂ概ね
順調
Ｃ一部
未実施

人権に配慮
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令和６年度
事業計画

1  人権教育及び人権啓発

1 (1)  あらゆる場を通じた人権教育及び人権啓発の推進

1 (1) ① 学校における人権教育の推進

1 (1) ①

●児童生徒の発達の段
　階に応じた人権教育
　の推進

継続 1
○全教職員による全教育活
　動を通した計画的・継続
　的な指導

― ―

○各校が発達段階や各校の実
態に合わせて人権教育全体計
画や年間指導計画を作成し、
教育活動全体を通して、基底
的指導、間接的指導、直接的
指導を行い、人権教育の推進
を図った。

A

〇各校が発達段階や各校の実態に合わせ
て人権教育全体計画や年間指導計画を作
成し、教育活動全体を通して、基底的指
導、間接的指導、直接的指導を行い、人
権教育の推進を図ります。

―
○全教職員による全教育活動を
通した計画的・継続的な指導

●人権問題の正しい理
　解と解決に向けた学
　習の計画的な実施

継続 1
○各教科等の特性を生かし
　た人権尊重の意識を高め
　る指導

― ―

○年間指導計画に直接的指導
を実施する時間を位置づけ、
具体的な人権問題を取上げ、
正しい理解と解決に向けた学
習を実施した。

A

一人一人の
考えを尊重
する態度を
育てている

〇具体的な人権問題として、栃木県教育委員会作成の「人権教
育の手引」に示されている問題（女性、子ども、高齢者、障害
者、部落差別、外国人、HIV感染者・ハンセン病患者及び元患
者、犯罪被害者とその家族、インターネットによる人権侵害、
災害に伴う人権問題、アイヌの人々、系を終えて出所した人、
性的指向・性自認に関わる人権問題、ホームレス等生活困窮者
にかかわる人権問題、北朝鮮当局による拉致問題等）を扱う授
業を行い、正しい理解と解決に向けた学習を実施し、差別解消
を図るための資質・能力を育成します。

―
○各教科等の特性を生かした人
権尊重の意識を高める指導

●道徳教育の充実
（心を育てる学校教育
　の日）

継続 1

○道徳教育の要である道徳
　科における指導の充実
○心を育てる学校教育の日
・年１回「心を育てる学校
　教育の日（週間）」を各
　校で設定し、実施・公開
　する。

― ―

○各学校において、「心を
　育てる学校教育の日（週
　間）」を設定し、授業公
　開等を実施した。
○学校便り等で、保護者や
　地域への周知・啓発を
　行った。
○職員研修を実施し、道徳
　科の指導の充実を図っ
　た。

A
〇各校の実態に応じて、各教科等の年間
指導計画に直接的指導を実施する時間を
位置づけています。

―

○道徳教育の要である道徳科に
おける指導の充実
○心を育てる学校教育の日
・年1回「心を育てる学校教育の
日（週間）」を各校で設定し、
実施・公開する。

1 (1) ①

●人権教育指導計画
（校内の年間計画）
　の整備・改善

継続 2
○人権教育指導計画（校内
　の年間計画）の修正・改
　善・整備

― ―
○各校で整備・改善をし、下
都賀地区人権教育研修会で共
有した。

B
人権教育計画
の見直しを
行った

―
○人権教育指導計画（校内の年
間計画）の修正・改善・整備の
継続。

●教育研究所による指
　導方法の研究・開発

継続 2

○人権教育研究員による研
　究・開発・人権啓発誌や
　資料の作成、意識調査、
　啓発動画の選定等

年8回 年8回
○教職員向け人権教育研修用
資料「なかよし」の編集・発
行。

A

教師が日々の
教育活動にお
いて常に意識
し、具体的な
場面で生かせ
るよう、子ど
もたちの人権
を尊重した教
師のはたらき
かけの事例
や、人権に関
する意識調査
の変化等を掲
載した。

〇「時代の変化への対応へ向けて」に
は、令和４年度に、パワーハラスメン
ト、ヘイトスピーチやＳＮＳ上での誹謗
中傷などが追記されています。

年8回

○人権教育研究員による研究・
開発
・人権啓発誌や資料の作成、意
識調査、啓発動画の選定等

1 (1) ①

●小山市人権教育主任
　研修会

継続 3
○小山市人権教育主任研修
　会を悉皆研修として実施

年1回 年1回

○各校での人権教育を確実に推
進するため、本計画の概要や小
山市学校教育計画の内容を確認
した。

〇人権感覚のアンケートでは、高い人権
感覚をもっているという結果が出ていま
す。

年1回
○小山市人権教育主任研修会を
悉皆研修として実施

●人権教育に係る校内
　研修の充実

継続 3

○「令和5(2023)年度人権
　教育推進の手引き」の内
　容の変更点の確認
○「人権教育推進のための
　Ｑ＆Ａ」の内容確認

― ―
○人権週間等の期間に、各校の
課題に合った研修を実施した。 ―

○「令和5(2023)年度人権教育推
進の手引き」の内容の変更点の
確認
○「人権教育推進のためのＱ＆
Ａ」の内容確認

●中学校ブロック人権
　教育研修会の実施

継続 3

○授業研究会（基底的・間
　接的・直接的指導の在り
　方）の実施
○人権に関する講話やワー
　クショップなどの実施

― ―

〇参集型、オンライン研修を含
む分散型で実施など、各学校区
の実情に応じて開催方法や回数
は異なるが、工夫しながら人権
教育の推進を目的とした研修会
を行った。

〇小山市では、他の市町と同様に各校に
人権教育主任がおります。人権教育主任
を中心に、各校での人権教育の取組や校
内研修、中学校ブロックの人権教育研修
会等を行っています。

―

○授業研究会（基底的・間接
的・直接的指導の在り方）の実
施
○人権に関する講話やワーク
ショップなどの実施

●教職員向け人権教育
　研修資料「なかよ
　し」の作成

継続 3
○教職員向け人権教育研修
　資料「なかよし」を作成
　し、全教職員に配付

年2回 年2回

○校内研修で活用しやすいよ
う、こどもの人権について取り
上げ、教職員の人権感覚を磨く
ような内容で作成した。

年2回
○教職員向け人権教育研修資料
「なかよし」を作成し、全教職
員に配付

① ア1

1

1

(1)

(1)

(1)

① イ

① ウ

ア．発達段階に応じた人権教育の推進

1

○教育活動全体を
通じて、発達段階
に応じた人権尊重
理念の理解の促進
及び自尊感情に根
ざした豊かな人間
性の育成
○様々な人権問題
の正しい理解とそ
の解決に向けた学
習の推進

学校教育課

イ．学習内容及び指導方法の改善・充実

2

○人権教育の視点
からとらえた指導
内容や指導方法の
改善・充実
○共感的理解を図
る指導や明るい展
望の持てる指導の
工夫及び資料の整
備・活用
○一人一人を大切
にした学級運営

学校教育課

ウ．教職員の資質・能力の向上

3

○すべての教職員
が人権尊重の理念
についての理解と
認識を深め、実践
的な指導力を高め
るための研修の充
実
○課題を明確に
し、その解決を図
るための一貫した
人権教育の推進

学校教育課

【評価・確認】
道徳科における、父
母・祖父母への尊敬や
感謝の気持ち・高齢者
に対する思いやりやい
たわりの気持ちを育む
計画をお聞きしたこと
があります。すばらし
いと思いました。
継続されるのか。

【確認】
具体的な人権問題の案
件を知りたい。

【確認】
年間指導計画につい
て、直接的指導の具体
的な人権問題の内容と
実施時間を説明してく
ださい。

【確認】
前年の担当課回答
に、人権教育推進
の手引きの内容に
ついて、時代の変
化への対応とし
て、近年顕在化し
ている人権問題の
内容が追加された
とあるが、その内
容を説明してくだ
さい。

【確認】
教職員間で実施し
た人権感覚につい
てのアンケートの
結果はどのような
ものだったので
しょうか。

【確認】
小山市は近隣自治
体と比較して、人
権の専門教員が少
ないとの話しを聞
きますが、実態は
どうなのでしょう
か。

A

すべての学
校で、学校
生活の中で
の具体的な
場面を取り
出して考え
るなど、教
職員の人権
意識を高め
るような研
修を行っ
た。

1／11
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令和５年度事業計画 現状値
（Ｒ３）

実績値
（Ｒ５）

令和５年度実績報告

事業の
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人権に配慮
した点

審議会委員意見 担当課回答 目標値
（R6）

令和６年度
事業計画

1 (1) ②  家庭・地域における人権教育及び人権啓発の推進

1 (1) ②

●集会所講座 継続 4

○網戸中坪集会所
　ふれあい体操講座
○押切集会所
　ふれあい体操講座
　フレッシュ体操講座

各講座
年12回

各講座
年12回

○人間関係を深め、「自他の
人権を尊重する精神」や「共
生の心」などを養うことを目
的に、2集会所で3講座を実
施。それぞれの開講式に合わ
せ人権学習の機会を設けた。
延べ参加者数：395名

○ワークショップ形式で実施しました。具体的
には、アイスブレーキング（雰囲気を和ませる
活動）の後、無意識の思い込みや決めつけが人
権侵害につながる可能性があることに触れ、メ
インアクティビティー「はい？いいえ？どっち
にする？」を通じ、互いを尊重し、固定観念や
偏見にとらわれずに、物事を幅広く見ることの
大切さについて理解を深めました。

各講座
年12回

○網戸中坪集会所
　ふれあい体操講座
○押切集会所
　ふれあい体操講座
　フレッシュ体操講座

●さわやか人権学習
　会（出前講座）

継続 4

○中央公民館　宮沢賢治を読む
（外部講師）
○大谷公民館　女性学級
○大谷公民館　高齢者学級
○間々田公民館　家庭教育学級
○生井公民館　高齢者学級
○寒川公民館　高齢者学級
○穂積公民館　高齢・女性・
男性学級
○中公民館　　女性学級
○豊田公民館　女性学級
○豊田公民館　高齢者学級
○桑公民館　　高齢者学級
○絹公民館　　高齢者学級
○ポケットの会　乳幼児保護者

年7回 年10回

○公民館等からの要請に基づ
き、様々な人権問題につい
て、参加体験型の手法も取り
入れつつ実施した。参加者か
らは新たな気づきを得たなど
肯定的な感想が寄せられた。
参加者数：202名

○今年度末をもって４集会所のうち３集
会所が廃止となる予定です。残る１集会
所にて２講座を実施する予定です。

年8回

○中央公民館（外部）
○大谷公民館　女性学級
○間々田公民館　高齢者学級
○生井公民館　高齢者学級(外部）
○寒川公民館　女性学級
○穂積公民館　高齢・女性・男性学級
○中公民館　　女性学級(外部）
○豊田公民館　女性学級
○豊田公民館　高齢者学級
○豊田公民館　親子人権学習会
○桑公民館　　高齢者学級
○絹公民館　　高齢者学級(外部）

●人権教育指導者一般
　研修

継続 4
人権講演会と兼ねて実施予
定

年1回 年1回

○人権講演会と兼ねて実施。
小・中・義務教育学校の教職
員に参加要請を行い、54名が
参加し、性的少数者（ＬＧＢ
ＴＱ）の人権問題等について
学んだ。

年1回 〇人権講演会と兼ねて実施予定

1 (1) ②

●まちづくり出前講座 継続 5

〇出前講座についてＰＲ
　し、実施を進める。
　講座名
　「人権について考える
　　　～誰もが尊重される
　　　社会を目指して～」

― ―

○まちづくり出前講座の
  依頼件数　0件

○出前講座につきましては、昨年度も当課へ
の依頼はない状況ですが、生涯学習課では、
各公民館等の出前講座を毎年実施しておりま
す。
　２課で同じような講座を開設している現状
から、今後は生涯学習課と人権に関する講座
のあり方を検討していきたいと考えておりま
す。

―

〇人権についての出前講座は、
生涯学習課 人権教育係で実施し
ており、今後の実施のあり方に
ついて検討していく。

●人権啓発パンフレッ
　トによる啓発

継続 5

〇分野別課題の中からテーマを
決めて、人権啓発に関するパン
フレットを作成し、市民に啓発
する。2,000部作成予定
〇HP・SNS等を活用した啓発に
努める。

― ―

○多様な性のあり方に関する
リーフレット「色とりどりの
性のあり方」を2,000部作
成、関係機関等に配布し啓
発。

―

〇分野別課題の中からテーマを決め
て、人権啓発に関するパンフレットを
作成し、市民に啓発する。2,000部作
成予定
〇HP・SNS等を活用した啓発に努め
る。

●さわやか人権学習会
　（出前講座）

継続 6

○中央公民館（外部講師）
○大谷公民館　女性学級
○大谷公民館　高齢者学級
○間々田公民館　家庭教育学級
○生井公民館　高齢者学級
○寒川公民館　高齢者学級
○穂積公民館　高齢・女性・男
性学級
○中公民館　　女性学級
○豊田公民館　女性学級
○豊田公民館　高齢者学級
○桑公民館　　高齢者学級
○絹公民館　　高齢者学級
○ポケットの会　乳幼児保護者

年7回 年10回

○公民館等からの要請に基づ
き、様々な人権問題につい
て、参加体験型の手法も取り
入れつつ実施した。参加者か
らは新たな気づきを得たなど
肯定的な感想が寄せられた。
参加者数：202名

○公民館において生涯学習課職員が講師となっ
て行った人権学習会では、性的マイノリティの
人権、日常生活に潜む身近な人権問題、アンコ
ンシャスバイアス（無意識の思い込み）等を取
り上げた。また、外部講師を招聘した人権学習
会では、人権朗読コンサートや人権落語を企画
し、親しみながら人権について考える機会とし
ました。
○各学校では、学校の実態に応じ、当該校の教
員が講師になったり外部講師を招聘したりし
て、人権について学習機会を設けています。ま
た、人権擁護委員による人権講話も行われてい
ます。そうしたことを踏まえ、学校の実情を尊
重し、要望のあった学校での出前授業を継続す
るとともに、学校に対し、一つの学習機会とし
て出前授業を周知を図ります。

年8回

○中央公民館（外部講師）
○大谷公民館　女性学級
○間々田公民館　高齢者学級
○生井公民館　高齢者学級(外部講
師）
○寒川公民館　女性学級
○穂積公民館　高齢・女性・男性学級
○中公民館　　女性学級(外部講師）
○豊田公民館　女性学級
○豊田公民館　高齢者学級
○豊田公民館　親子人権学習会
○桑公民館　　高齢者学級
○絹公民館　　高齢者学級(外部講
師）

●人権学習会・研修会
（学校等）

継続 6
未定（学校からの要請によ
る）

年5回 年4回

○学校からの要請に基づき、
児童・保護者対象に人権につ
いて講話を行った。その際、
親しみやすく、かつ分かりや
すいようにプレゼンソフトや
ワークショップ方式を取り入
れた。
参加者数：1190名

○穂積小150名、小山城南中650名、
　小山一小300名、大谷南小90名

年5回 未定（学校からの要請による）

1 (1)

1 (1) ② ア

人権・男女
共同参画課

生涯学習課

② イ 5

○家庭や地域が人
権尊重の理念につ
いての理解を深
め、主体的に学習
できる機会の提供

ア．生涯にわたる学習機会の提供

4

○人権学習を取り
入れた学級・講座
の開設及びボラン
ティア等の体験活
動機会の充実
○参加者の学習意
欲を喚起する学習
方法の研究・開発
○指導者研修の充
実・指導者の養成
と資質の向上

生涯学習課

イ．家庭や地域の教育力の向上

【確認】
集会所講座の開校
式に合わせた人権
学習の内容を教え
てください。

【確認】
集会所で実施して
いた講座は、今後
どのようにしてい
くのかを説明して
ください。

【確認】
出前講座のPRはどのように
していますか。
【改善】
おすすめ講座として、公民
館等にPRしてはどうでしょ
うか。
【確認】
出前講座の実施周知に改善
点はないか。
【改善】
出前講座の改善と工夫を求
めます

【評価】
肯定的な感想を得ら
れたことは、活動の
成果として良かった
と思います。
【確認】
実績報告について具
体例をあげていただ
きたい。
【改善】
学校からの要請とい
うより、全ての学校
を対象として、可能
な回数に増やして順
番に開催してはどう
でしょうか。
【確認】
学校での人権学習会
の各学校名と各参加
者数を説明してくだ
さい。
【評価】
親子で参加できる
ワークショップ方式
は良いと思います。

A

A

身近なとこ
ろから人権
の大切さに
気づくよう
な展開の工
夫と、相手
の意見を傾
聴する関係
づくりに努
めた。

参加者に合
わせ、参加
体験型の手
法を取り入
れた。

B

新しい人権
課題であ
る、性的マ
イノリティ
への理解や
パートナー
シップ宣誓
制度・アウ
ティング禁
止について
とりあげ
た。
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令和６年度
事業計画

1 (1) ②

●人権擁護委員と連携
　した啓発活動

継続 7

〇小学校7校を対象に、人権擁
護委員による人権の花の贈呈
及び人権講話を実施する。
（小山城北小、若木小、間々
田小、網戸小、豊田小、穂積
小、羽川小）
〇子ども向け人権学習会（な
かよし学習会）の実施
（城北児童センター）
〇人権標語募集：毎年小学校3
校を指定し、人権に関する標
語を募集し、表彰及び立て看
板を作成する。

― ―

〇小学校7校を対象に、人権擁
護委員による人権の花の贈呈及
び人権講話を実施。
（小山城北小、若木小、間々田
小、網戸小、豊田小、穂積小、
羽川小）
〇子ども向け人権学習会（なか
よし学習会）の実施（城北児童
センター）
〇人権標語募集：毎年小学校3
～4校(羽川小、羽川西小、萱橋
小、絹義務教育学校）を指定
し、人権に関する標語を募集
し、表彰及び立て看板を各学校
へ設置。

〇市役所多目的スペースへの来庁者を対
象とし、多数の方の目にとまる機会がで
きました。特に、人権標語で表彰された
作品を見ていただけたことは、よい啓発
となり、PRができたと考えます。今後
も、より多くの方の目にとまり、人権に
ついて考えるきっかけとなるよう、パネ
ル展示を継続していくとともに、ホーム
ページやSNSを利用した配信についても
積極的に実施したいと考えております。

―

〇小学校7校を対象に、人権擁護
委員による人権の花の贈呈及び
人権講話を実施する。
　（小山第三小、東城南小、大
谷北小、乙女小、寒川小、中
小、絹義務）
〇子ども向け人権学習会（なか
よし学習会）の実施
　（駅南児童センター）
〇人権標語募集：毎年小学校3校
を指定し、人権に関
　する標語を募集し、表彰及び
立て看板を作成する。

●人権啓発パンフレッ
　トの作成

継続 7

〇分野別課題の中からテー
　マを決めて、人権啓発に
　関するパンフレットを作
　成し、市民に啓発する。
　　2,000部作成予定

― ―

○多様な性のあり方に関する
リーフレット「色とりどりの
性のあり方」を2,000部作
成、関係機関等に配布し啓
発。

〇今回のパンフレットでは、性は多様であり、様々な
性のあり方が存在することを説明したものです。
　そのため、性のあり方を決められない、決めたくな
い、わからない等の人としてQuestioningを掲載させ
ていただきました。
　本分野では様々な用語や表現があるため、今後も適
切な情報提供ができるよう注意し啓発を行ってまいり
ます。

―

〇分野別課題の中からテーマを
決めて、人権啓発に関するパン
フレットを作成し、市民に啓発
する。2,000部作成予定

●人権講演会の開催 継続 8

○講師　杉山　文野　氏
（トランスジェンダー）
　演題「生きづらさ」を乗り
越え、幸せになるためのヒン
ト～ダブルハッピネス　辛さ
が2倍なら楽しさも2倍～」
　期日　8月18日（金）
　会場　市文化センター
　　　　　小ホール
　＊大ホール工事期間中

未実施
参加者
満足度
99％

○杉山文野氏を講師に「生きづ
らさを乗り越え、幸せになるた
めのヒント～ダブルハッピネス
辛さが2倍なら楽しさも2倍～」
をテーマに講演会を開催した。
LGBT理解増進法の成立や小山市
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ宣誓制度の導入と
いったタイムリーな時期に当事
者の話を聴く貴重な機会とな
り、参加者から「とてもよかっ
た（76％）」「よかった
23％）」の回答を得た。
参加者数：250名

参加者
満足度
90％

○講師　渡部　陽一　氏
（戦場カメラマン）
演題「戦場の現場から祈りを捧
ぐ　～命の大切さ 互いを愛し、
敬いあうこと～」
　期日　8月20日（火）
　会場　文化センター大ホール

●啓発リーフレット
「おやま」の作成
　（全戸配布）

継続 8

○人権啓発リーフレットを
　作成し、12月1日広報お
　やまの配布に合わせ、全
　戸配布する。
　内容は、ＬＧＢＴＱほか。

年1回 年1回

○12月1日広報小山の配布に
合わせ全戸配布した。内容は
人権講演会のテーマとリンク
させ、現代的課題の一つであ
る性的少数者（LGBTQ）の人
権について取り上げた。
作成部数：58,000部

年1回

○人権啓発リーフレットを作成
し、12月1日広報おやまの配布に
合わせ、全戸配布する。内容は
「戦争と人権」「アイヌの人々
の人権（髙橋房治氏の紹介）」
ほか。

●ホームページ「生涯
　学習課人権教育」の
　更新

継続 8 〇随時更新 年13回 年7回

○人権講演会、人権啓発リー
フレット、保護者向け人権啓
発紙、人権啓発ＤＶＤ等につ
いて情報を掲載した。

年10回 〇随時更新

1 (1)

ウ．市民への人権啓発の推進

② ウ 6

○市民が主体的に
参加し、人権尊重
の理解を深められ
るイベントの実施
○内容・手法に工
夫を凝らし、市民
の意識・関心を喚
起する啓発活動の
実施
○人権啓発資料の
作成・配布及び広
報活動の推進

人権・男女
共同参画課

生涯学習課

【評価】
小学校が人権講話
等に協力的であり
がたい。
【確認】
市役所１階多目的
スペースのパネル
展示等の内容や啓
発効果を説明して
ください。

【確認】
リーフレット「色
とりどり…」のQ
はQueerの意味も
あるが、なぜ説明
を掲載しないので
すか。

A

啓発紙の作
成に当たっ
ては、全て
にルビをふ
るなど、誰
もが読みや
すくなるよ
う工夫し
た。また、
冒頭に「多
様性」につ
いて考える4
コマ漫画を
配置し、親
しみやすい
紙面構成と
した。

A

人権擁護委員
による講話の
実施では、小
学生でも理解
できるような
やさしい文章
に配慮し、身
近なところか
ら人権尊重の
大切さを考え
られるよう工
夫した。ま
た、人権標語
の公表をする
ことで、市民
への啓発を実
施した。
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令和６年度
事業計画

1 (1) ③  企業・団体等における人権教育及び人権啓発の推進

●企業のイベントにお
　ける人権擁護委員と
　の協働による啓発の
　実施

継続 9

〇小山市農業祭、コマツや
　富士通のフェスティバル
　などに出向いて、来場者
　に人権啓発パンフレット
　等を配布して啓発する。

― ―

○小山市農業祭、野木町産業
祭11月11日(土）、コマツ
フェスティバル11月12日
（日）の来場者に人権啓発パ
ンフレット等を配布し啓発し
た。

―

〇小山市農業祭、コマツや富士
通のフェスティバルなどに出向
いて、来場者に人権啓発パンフ
レット等を配布して啓発活動を
実施。

●企業に向けた啓発資
　料配布

新規 9
〇人権啓発パンフレットを
　企業に配布する。

― ―
〇ワークライフバランス認定
事業所を対象に、人権啓発パ
ンフレットを配布した。

―
〇人権啓発パンフレットを企業
に配布する。

●企業・団体の人権研
　修への講師派遣

継続 10 ○太陽生命　人権研修 年1回 ―

○日程調整がつかず未実施。
※人権啓発クリアファイルを
独自に作成し市内企業に配
付。

○関係課による研修内容との重複につい
て確認の上、検討します。

年1回 未定（企業からの要請による）

●市職員研修への講師
　派遣

継続 12

○新任係長級人権研修
          5月11日（木）
○新採用職員人権研修
          7月 5日（水）
○初級職員人権研修
          7月27日（木）

年3回 年3回

○職員研修所と連携し、新任
係長や新採用職員、初級職員
（採用３年目）を対象にそれ
ぞれの職位に応じた人権研修
を実施した。
参加者数：150名

年4回

○新任係長級人権研修
          5月9日（木）
○新採用職員人権研修
          7月3日（水）
○初級職員人権研修
  8月1日(木)・29日(木）

1 (2)  特定職業従事者に対する人権教育及び人権啓発の推進

1 (2) ①  行政・教育・医療・福祉等の従事者に対する人権教育及び人権啓発

●特定職業従事者人権
　研修会の実施

継続 9

〇「特定職業従事者人権研
　修会」を開催し、市職員
　及び関係団体等への人権
　啓発を行う。

― ―

○「特定職業従事者人権研修
会」の開催
R6.1.22「 障害者と人権 」 ～
すべての人の人権が尊重される
社会の実現を目指して～
講師　長瀬 修 氏［立命館大学
生存学研究所 上席研究員］65
名参加
参加者：市職員56名、人権擁護
委員5名、男女共同参画推進協
議会2名、新小山市民病院2名

〇特定職業従事者とは、人権に関わりの深い
特定の職業に従事する方で、主に、行政、消
防、医療、福祉関係で、人権尊重の理念を十
分に理解したうえで、業務にあたる必要があ
る方を対象としております。
 特定職業従事者人権研修会では、医療福祉
従事者として、新小山市民病院職員2名に参
加いただきました。またテーマが「障害者と
人権」であったことから、障がい児者基幹相
談支援センターから4名の参加をいただきま
した。

―
〇「特定職業従事者人権研修
会」を開催し、市職員及び関係
団体等への人権啓発を行う。

●下都賀地区人権フォ
　ーラムへの参加

継続 11
〇下都賀地区人権フォーラ
　ムに市職員が参加し、人
　権意識の高揚を図る。

― ―

〇下都賀地区人権フォーラム
6月8日(木）へ参加し、人権
意識の高揚を図った。
参加者：市職員12名

B ―
〇下都賀地区人権フォーラム6月
13日(木）に市職員が参加し、人
権意識の高揚を図る。

●人権運動団体主催の
　研修会への参加

継続 11

〇人権運動団体が主催する
　研修会に市職員を派遣
　し、人権意識の高揚を図
　る。

― ―

〇第19回栃木県人権研究集会
　6月24日（土）
〇第24回栃木県ヒューマンラ
イツセミナー 11月9日(木）
〇部落解放第55回東日本研究
集会  7月5日（水）
〇部落解放愛する会栃木県連
合会 11月21日（月）

―
〇人権運動団体が主催する研修
会に市職員を派遣し、人権意識
の高揚を図る。

●人権教育指導者一般
　研修

継続 12
〇人権講演会と兼ねて実施
予定

年1回 年1回

○人権講演会と兼ねて実施。
小・中・義務教育学校の教職
員に参加要請を行い、54名が
参加し、性的少数者（ＬＧＢ
ＴＱ）の人権問題等について
学んだ。

年1回 ○人権講演会と兼ねて実施予定

A

市民が多数参
加するイべン
トで、子ども
向け、大人向
け啓発物品を
用意し、全て
の層の方へ人
権意識の啓発
を行えるよう
工夫した。

「特定職業
従事者人権
研修会」で
は、令和6年
4月に改正障
害者差別解
消法が施行
されること
にともな
い、国の基
本方針も見
直されたこ
とから、
「障害者と
人権」を取
り上げた。
また、職員
だけでなく
関係機関か
らも参加者
を募り、人
権意識の高
揚・啓発を
図った。

7

○企業や団体等に
おける人権啓発研
修への講師派遣
等、自主的な教
育・啓発活動に対
する支援

人権・男女
共同参画課

生涯学習課

1 (1)

1 (2)

③

① 8

○人権に関わりの
深い特定の職業に
従事する者への人
権研修や講演会の
実施
○関係機関が行う
研修等への支援

人権・男女
共同参画課

【要望】
個人情報保護法改
正の研修を要望し
ます。

【確認】
医療福祉従事者等
の参加者数を説明
してください。

Ｂ

アンコン
シャスバイ
アスや人権
三法等につ
いて取り上
げた。
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●市職員研修への講師
　派遣
（職員研修所と連携）

継続 12

○新任係長級人権研修
　　　5月11日（木）
○新採用職員人権研修
　　　7月 5日（水）
○初級職員人権研修
　　　7月27日（木）

年2回 年3回

○職員研修所と連携し、新任
係長や新採用職員、初級職員
（採用3年目）を対象にそれ
ぞれの職位に応じた人権研修
を実施した。
参加者数：150名

【要望】
アンコンシャスバ
イアス等について
研修を行って頂き
たい。

○アンコンシャスバイアス並びにマイク
ロアグレッションについて、今年度の研
修に随時取り入れているところです。

年4回

○新任係長級人権研修
          5月9日（木）
○新採用職員人権研修
          7月3日（水）
○初級職員人権研修
  8月1日(木)・29日(木）

●中学校区ブロック
　人権教育研修会等
　講師派遣

継続 12
未定（学校からの要請によ
る）

年2回 年4回

○4つの中学校ブロックから
の要請に基づき教職員対象の
人権研修に講師として講話等
を行った。
参加者数：271名

年3回 未定（学校からの要請による）

●教職員対象人権研修
　への講師派遣

継続 12
○市人権教育研修会
　直接的指導指導案検討
　8月2日（水）

年1回 年1回

○市人権教育研修会
　学校教育課と連携し、直接
的指導に係る学習指導案の検
討会において指導助言を行っ
た。

―

担当職員の任用が指導主事から
任期付職員に変更になったこと
を受け、本研修会への参加を見
送ることになったため。

3  分野別課題

3 1  男女の人権

3 1 ①  男女共同参画社会の実現に向けた意識の向上

●男女共同参画に関す
　る啓発誌(Harmony)
　の発行

継続 15

〇74号発行
　（11月1日　55,500部）
市民編集委員との協働によ
る誌面作成
広報おやま11月号への差込
による全戸配布
〇啓発誌のデジタル化の検
　討

― ―

〇男女共同参画に関する情報誌
(Harmony)の発行
 （74号11/1発行　55,500部）
・市内全戸配布。広報おやま11
月号に差込。本庁舎、各公民
館、図書館等へ設置、ワーク・
ライフ・バランス推進事業者・
市内保育所・保育園・認定こど
も園・幼稚園に配布
〇Harmonyオンライン
　第1回目配信 R6.1

―

〇男女共同参画に関する情報誌
(Harmony)5号発行
　（11月1日　5,000部）
市民編集委員との協働による誌
面作成
広報おやま11月号時に班回覧
○Harmonyオンライン配信

●男女共同参画フェア
　の開催

継続 15

〇20回記念
　男女共同参画フェア
　10/8　10時～15時
　市役所1階多目的ホール

― ―

〇第20回記念 男女共同参画フェア
 にじいろおやまフェス2023 ～多様性
を認め合う新しい 社会へ～
 （201名参加）
・スぺシャルトークセッション「〇〇
らしさ、ってなんだ？」
  ゲスト：俳優 石黒英雄
・白鷗大学生のミニトークショー「君
たちはどう働くか？-これからのWLBを
考える-」
・ピクニックマルシェ企画ステージ
「みらいへ～楽しく学ぼう～」
・啓発誌「みらい」を読んだ中学生の
感想展示
・白鷗大学生によるWLB企業インター
ビューポスターパネル展示
・謎解きウォークラリー

〇Harmonyオンラインはボランティアの
市民編集委員により作成され、男女共同
参画に関する情報を市HPに掲載していま
す。
第1回目は令和6年2月15日配信しまし
た。
内容は、ワーク・ライフ・バランス推進
認定事業者の紹介、男女共同参画フェア
を掲載いたしました。
また、X、Facebookを活用して、Harmony
オンラインの案内や各種セミナーの参加
者募集、男女共同参画フェアの案内を配
信しております。

―
〇第21回男女共同参画フェア
　 6/29　10時～15時
   市役所1階多目的ホール

●男女共同参画に関す
　るセミナー・講座の
　開催

継続 15

〇人生100年時代を有意義に
過ごすための終活セミナー
（6/29）
〇女性のための再就職支援セ
ミナー
〇男性の家庭参画支援セミ
ナー
〇おやままちづくり出前講座

― ―

〇人生100年時代への生きがいづくり
支援セミナー「スマホ教室」講師:宮
岸誠（6/29  6名参加）
〇パパの家事育児スキルアップセミ
ナー「君に贈るメッセージ 読み聞か
せセミナー」講師:紙芝居NOTET
（3/24 紙芝居朗読劇 子30名 保護者
40名　セミナー 子20名 保護者23名参
加）
〇おやままちづくり出前講座
「男女共同参画を学ぼう」
 （7/3城南中200名
   9/14絹義務教育学校26名
  12/12寒川公民館7名
   1/24大谷中194名）
「あなたらしく生きるヒントを見つけ
るWLB」（2/6豊田公民館 雪中止）

【評価】
男女共同参画を
もっと理解してい
ただくために、左
記のようなセミ
ナーはとても良い
と思います。

―

〇人生100年時代への生きがいづ
くり支援セミナー
〇女性のための再就職支援セミ
ナー
〇男性の家庭参画支援セミナー
〇おやままちづくり出前講座

B

A

① 11

○男女共同参画へ
の理解を深めるた
めの研修会・講演
会の開催
〇多様な広報媒体
を活用した広報・
啓発活動の推進

人権・男女
共同参画課

3 1

生涯学習課

【評価】
昨年の10月8日の
男女共同参画フェ
アは、学生の参加
やトークセッショ
ンなど工夫が見ら
れた。

【確認】
広報媒体が多様化
し、様々なSNSを
利用した配信に取
り組まれているよ
うですが、その内
容について説明し
てください。

情報誌作成
やセミナー
等を開催す
る際は、人
権に配慮し
た内容とし
た。セミ
ナー等の周
知には、
様々な媒体
を活用し
た。

「子どもの
人権」「イ
ンターネッ
トと人権」
「人間関係
づくり」な
ど、時宜に
合った人権
課題を意図
的に取り上
げた。

5／11
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事
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号

第
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（Ｒ３）
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（Ｒ５）

令和５年度実績報告

事業の
進捗状
況
Ａ順調
Ｂ概ね
順調
Ｃ一部
未実施

人権に配慮
した点

審議会委員意見 担当課回答 目標値
（R6）

令和６年度
事業計画

●各種媒体を活用した
　広報・啓発

継続 15

〇広報おやま・市ホーム
　ページ・市ＳＮＳ等の活
　用
〇行政テレビ・おーラジの
　活用
〇啓発誌「みらい」の活用

― ―

〇広報おやま・市ホームページ・市
SNS・行政テレビ・おーラジ、地域情
報誌を活用し、各種情報を提供した。
 （MLB推進事業者紹介、男女参画共同
週間、男女共同参画フェア・セミ
ナー）
〇啓発誌「みらい」
 中学校1年生・義務教育学校7年生・
教職員に配布（11校　1,770冊）
〇啓発活動
・男女共同参画週間における展示
 （本庁、中央図書館）
・男女共同参画フェアにおける展示
・街頭啓発活動（農業祭、しらさぎ館
まつり）

―

〇広報おやま・市ホームペー
ジ・市SNS・行政テレビ・おーラ
ジ等の活用
〇啓発誌「みらい」の活用

★審議会等における女
　性委員の割合の向上

継続 16

〇女性委員登用率調査
（4～5月）
〇庁内電子掲示板等を活用
　し、毎月初めに取組につ
　いて周知
〇委員委嘱起案の際の合議
　を促し、適宜指導を実施

★37.8% ★37.5%

〇審議会における女性委員の割
合（令和5年4月1日現在）
37.5％（委員総数1,561名中女
性586名 対象審議会等127）
・庁内電子掲示板を活用し、年
度初めに取り組みについて周知
・委嘱起案の際の合議を促し、
適宜指導を実施。

〇令和５年度の認定農業者共同申請は７
件でした。そのうち配偶者の申請は２件
で、その他は親子や兄弟の申請でした。
(農政課確認）

★40%
以上
　60%
以下

〇女性委員登用率調査
　　（4月）
　庁内電子掲示板等を活用
　し、年度初めに取組につ
　いて周知
○委員委嘱起案の際の合議
　を促し、適宜指導を実施

●市職員の管理監督職
　に占める女性の割合
　の向上

継続 16

〇女性職員結の会セミナー
の実施および結城市女性職員
との交流会
（10月下旬～11月）

30.9% 30.30%

〇市職員の管理監督職に占める女
性の割合の向上
・市職員の管理監督職（係長職以
上）に占める女性の割合
令和5年4月1日現在 30.3％（管理
監督職総数271名中女性82名）
（参考）市職員の管理職（課長以
上）に占める女性の割合
令和5年4月1日現在 18.3％（管理
職総数71名中女性13名）
〇小山市・結城市女性職員研修
「女性リーダー研修～ワーク・ラ
イフ・バランス実現のために～」
講師 行木陽子（11/6 22名参加）

〇当市では「第２期小山市職員女性活躍
推進行動計画」に基づき、管理監督職に
占める女性職員の割合目標を３０％と設
定しており、今年度は３０．２％となっ
ている。管理監督職に求められる能力や
資質の向上については、対象職員への研
修等を通して涵養に努めており、今後も
責任感をもって職務にあたる管理監督職
の育成を進めていきたい。（職員課確
認）

30%以
上

〇女性職員結の会セミナー
の実施および結城市女性職員と
の交流会

●女性のエンパワーメ
　ント支援事業

継続 16

〇政治分野への女性活躍応
援セミナー
（8～11月　全4回）
〇明日のビジネスを担うリー
ダー塾

― ―

〇政治分野への女性活躍応援
セミナー「議員×若者『これ
からの小山』を話そう」講
師：工藤敬子（2/3 14名参加
議員10名）
〇明日のビジネスを担うリー
ダー塾 講師:篠原和香子
（2/8 15名参加2/25 12名参
加）

―

〇政治分野への女性活躍応
援セミナー
〇明日のビジネスを担うリー
ダー塾

●男性の家庭参画推進
　事業

継続 16
○男性向けの家庭参画支援
　セミナー

― ―

〇パパの家事育児スキルアッ
プセミナー「君に贈るメッ
セージ 読み聞かせセミナー
パパのイイね！を集めよ
う！」講師:紙芝居NOTET
（3/24 紙芝居朗読劇 子30名
保護者40名　セミナー 子20
名 保護者23名参加）

―
〇男性向けの家庭参画支援セミ
ナー

●おやまイクボス協議
　会登録事業所の拡大

継続 16
〇おやまイクボス協議会登
　録へのＰＲ啓発
〇セミナーや交流会の開催

74社 79社

〇おやまイクボス協議会登録
のへのPR啓発
・市広報への掲載（3月号）
・行政テレビ（7～8月)
〇第4回おやまイクボス協議
会セミナー「ハラスメントの
ないイキイキと働ける職場づ
くり」
講師:猪瀬順世（11/30 15社
20名参加）

84社
〇おやまイクボス協議会登
　録へのＰＲ啓発
〇セミナーや交流会の開催

12
○女性の社会参加
の促進

人権・男女
共同参画課

12
○女性の社会参加
の促進

①

セミナー等
を開催する
際は、人権
に配慮した
内容とし
た。セミ
ナー等の周
知には、
様々な媒体
を活用し
た。

人権・男女
共同参画課

3 1

3 1 ①

【確認】
認定農業者共同申
請の令和５年度の
申請件数を説明し
てください。

【要望】
男女共同参画の理
念のもと、市役所
でも女性管理職が
増えるのは良いと
思うが、女性に対
する処遇の不充分
さがあるように思
う。より責任ある
行動がとれるよう
な女性監督職を育
成するために、女
性に対する処遇を
進めるべき。

B

6／11
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事業の
進捗状
況
Ａ順調
Ｂ概ね
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（R6）

令和６年度
事業計画

●男女共同参画の視点
　に立った学校教育

継続 17

○社会科（公民）、技術家
　庭、学級活動、総合的な
　学習の時間等での直接的
　指導
○グループ編成や係決定の
　際の男女の固定的なイ
　メージや役割意識を持た
　ないような配慮や指導
○男女混合名簿の使用、
　学校生活や行事等におけ
　る呼名の配慮

― ―

○学級活動や社会科、総合的な
学習の時間等の授業において、
人権課題を取り上げ、直接的指
導を行った。
○性別にかかわらず、個人の特
性や特技を生かせるような係分
担、役割を意識した学級経営を
行った。
○男女混合名簿を使用した。
○式典等における呼名の際は、
「～さん」という呼び方に統一
している。

A

〇ＬＧＢＴ理解増進法の施行に伴い、そ
れに係る資料をグループウェアのキャビ
ネット内に格納し、学校での研修等に生
かしてもらえるよう啓発をしています。

―

○社会科（公民）、技術家
　庭、学級活動、総合的な
　学習の時間等での直接的
　指導
○グループ編成や係決定の
　際の男女の固定的なイ
　メージや役割意識を持た
　ないような配慮や指導
○男女混合名簿の使用、
　学校生活や行事等におけ
　る呼名の配慮

●男女共同参画に関す
　る教職員の研修

継続 17

○教職員を対象とした人権研
修の実施
○各中学校ブロックでの人権
教育研修会の実施

年1回ず
つ

各年1回

○中学校ブロックごとの小中一
貫教育研修会の中で、人権研修
会を設け、研究授業、人権に関
する講話、ワークショップなど
を学校区ごとに実施した。

A

〇男女混合名簿について約２０年以上前
から使用しています。呼名の配慮につい
ては、校種や学校の実態によっていつか
らかは異なりますが、現在は「～さん」
に統一しています。

各年
1回

○教職員を対象とした人権研修
の実施
○各中学校ブロックでの人権教
育研修会の実施

3 1 ②  男女の人権の尊重

3 1 ②

●ＤＶ防止啓発活動
（小山市パープルリボ
ン運動）

継続 18

〇11月を小山市パープルリ
　ボン運動月間として啓発
・ＤＶ防止啓発研修会の開
　催
・パープルツリー・パープ
　ルリボンを活用した啓発
〇ＤＶ相談カード、情報誌
　等での相談窓口の周知

― ―

〇11月パープルリボン運動の実施
・女性に対する暴力をなくすパー
プルリボン運動の周知
・パープルリボンツリーの設置・
パープルリボンの配布（本庁、男
女共同参画センターほか全16ヵ
所）
・DV相談カード、相談窓口を掲載
したチラシの配布。
・展示啓発（本庁 中央図書館）
〇DV防止防止啓発研修会の実施
「モラルハラスメントの被害者の
影響とその理解～すべての人が安
心安全に暮らせる社会のために
～」講師:藤平裕子（11/15 31名
参加）

〇DV相談カードには小山市・県内の相談
先10か所が掲載されています。
小山市の令和5年度の相談でDVカードを
提出して相談した方は0名とのことでし
た。
(子育て家庭支援課確認）

〇DV相談カードは、小山市や県内の女性
の相談窓口を掲載しています。男性の相
談窓口は県内でも少なく、情報誌
Harmonyにはとちぎ男女共同参画セン
ターの電話相談を掲載しています。今
後、周知方法を検討してまいります。

―

〇11月を小山市パープルリ
　ボン運動月間として啓発
・パープルツリー・パープ
　ルリボンを活用した啓発
・ＤＶ相談カード、情報誌
　等での相談窓口の周知

●児童生徒を対象とし
　たデートＤＶ・性暴
　力等に関する予防啓
　発

継続 18

〇「デートDV防止啓発研修」
（7/31開催）
〇デートDV防止啓発のための
冊子配布（中学校3年生・義
務養育学校9年生・教職員に
配布）

― ―

〇デートDV防止啓発研修「そ
の恋、本当に大丈夫？～学生
のうちに知っておきたい、
デートDV・性暴力のこと～」
講師:丸山文子（7/31 20名参
加）
〇デートDV防止啓発冊子の配
布
「すてきな関係を築くために
大切なこと」
中学3年生及び義務教育学校9
年生・教職員 1,638冊

〇小山市の令和5年度の相談で加害者が
逮捕、拘留となった事例を１件把握して
いるとのことでした。(子育て家庭支援
課確認）
また、若年層である中学3年生にデート
DV防止啓発誌を配布し、啓発に努めてい
るところですが、犯罪及び慰謝料に関す
る記載はありませんでした。今後、中学
校にデートDV防止出前講座を行う際に犯
罪等について周知してまいります。

―
〇デートDV防止啓発研修
〇デートDV防止啓発冊子配布

●相談窓口や支援制度
　の周知

継続 18
〇DV相談カード、情報誌等で
の相談窓口の周知

― ―

〇DV相談カードの設置・配布
（市内公共施設、大型商業施
設、小山駅、協力事業所等）
・情報誌Harmonyでの掲載
・イベント時の啓発（農業
祭）

〇困難な問題を抱える女性への支援について
は、庁内の関係課や栃木県のほか民間団体や関
係機関との連携が必要になります。
人権・男女共同参画課では、女性カウンセラー
および女性弁護士の専門家による相談や、その
他の相談窓口の周知に努め、関係課等と連携
し、困難な問題を抱える女性への支援を継続し
てまいります。

―
〇DV相談カード、情報誌等での
相談窓口の周知

学校教育課

②3 14

○女性に対する暴
力を根絶するため
の教育及び啓発活
動の推進
○各種広報媒体を
活用した相談窓口
や支援制度の周知

人権・男女
共同参画課

①

ア．女性に対する暴力の根絶に向けた教育及び啓発

Bア

○男女共同参画の
視点に立った学校
教育の充実
○男女共同参画の
理解促進のための
教職員研修等の充
実

13

1

3 1

【評価】
学校区ごとのワーク
ショップの様子（し
らさぎ館での実施）
をTVおやまで拝聴し
ました。児童・生徒
が意見を発表してい
る姿に感心しまし
た。
【確認】
令和５年６月にＬＧ
ＢＴ理解増進法が交
付・施行されました
が、それに伴い、何
か取組みはされてい
ますか。
【確認】
実績中の「児童生徒
の男女混合名簿の使
用、呼名の配慮」に
ついて、いつ頃か
ら、どんな実態で
行っているのか、数
年前と現状の様子、
将来的には、学校生
活では「さん」で統
一を目指しているの
か等、もう少し詳細
をお聞きしたい。

【確認】
ＤＶ カードを提
出して相談した女
性は１年間に何件
くらいでしょう
か。

【改善】
男性のDV被害もあ
るので、男性トイ
レにも設置しても
よいのでは。

【確認】
DVは犯罪ですが、
DV相談で刑事事件
の対象となった事
例は、小山市でど
れほどあるのか把
握されています
か。
また、若者に対
し、DVは犯罪で、
慰謝料を払うこと
になることも周知
しているのです
か。

【確認】
困難な問題を抱え
る女性への支援の
取組みを説明して
ください。

日々の生活
の中に人権
教育がちり
ばめられて
いることに
留意し、直
接的指導だ
けでなく、
間接的指
導・基底的
指導も大切
に取り扱っ
た。

DV相談カー
ドは公共施
設等の女性
トイレ内に
設置するこ
とで、被害
女性が手に
取りやす
く、加害者
にわかりに
くいように
している。
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組
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策
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施
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向

項
目

事
業
番
号

事　　業　　名 事　業　内　容 担当課

新
規
・
継
続

事
業
番
号

第
3
次

令和５年度事業計画 現状値
（Ｒ３）

実績値
（Ｒ５）

令和５年度実績報告

事業の
進捗状
況
Ａ順調
Ｂ概ね
順調
Ｃ一部
未実施

人権に配慮
した点

審議会委員意見 担当課回答 目標値
（R6）

令和６年度
事業計画

3 1 ②

●女性対象の専門相談
　の実施

継続 20

〇女性の生き方なんでも相談
（毎週第4金曜日）
　女性の弁護士による法律相
談
　申込33件、相談25件
〇女性のための心の相談
（毎月第4金曜日）
　女性のカウンセラーによる
相談　申込27件、相談20件

【確認】
ＤＶ相談カードの
効果測定を説明し
てください。

〇DV相談カードには、小山市・県内の相談先10
か所が掲載されています。
小山市の令和5年度の相談でDVカードを提出して
相談した方は0名とのことでした。(子育て家庭
支援課確認）
電話・相談窓口ではDV相談カードを確認せずに
相談に応じているため、DV相談カードの効果は
わかりませんが、DV相談カードは定期的に補充
しており、本人やその家族、知人などの目に留
まり、相談するきっかけとなっていると推測い
たします。

〇女性の生き方なんでも
　相談（毎月第4金曜日）
　女性の弁護士による法律
　相談
〇女性のための心の相談
　（毎月第4金曜日）
　女性のカウンセラーに
　よる相談

●各種相談機関の紹介
　・周知

継続 19

○相談内容に応じて市で実施す
る相談窓口の他、栃木県、法テ
ラス、パルティ等の相談機関を
紹介
○DV相談カードの設置・配布
（市内公共施設、大型商業施
設、小山駅、協力事業所等）、
情報誌への相談窓口の掲載
○職場におけるハラスメント、
ＤＶ防止（若年層の性暴力被
害）、専門窓口について市ホー
ムページで周知

【評価】
同性の相談員さん
だと話しやすいと
思います。必要な
方へ相談窓口の案
内等が周知されや
すくなるとよいと
思います。

〇各種相談機関の紹介
〇DV相談カード、情報誌等によ
る相談窓口の周知
〇市ホームページ等による相談
機関等の周知

●配偶者暴力相談支援
　センター相談支援体
　制の充実

子育て家庭
支援課

継続 21

○専任の婦人相談員を1名、母
子父子自立支援員兼婦人相談員
を3名と合わせた4名を配置し、
配偶者暴力相談支援センターの
相談体制の充実を図る。
○要保護児童等対策地域協議会
にＤＶ被害者支援に関わる関係
機関からも委員として加わって
いただいており、年2回予定し
ている会議の中でDV相談の現状
について共有し、必要に応じて
防止対策や支援体制の協議を行
う。

― ―

○配偶者暴力相談支援センター機
能の充実を図るため、関係機関と
の連携を密にし、相談支援を行っ
た。
<配偶者暴力支援センター>
 時間：9時～17時、相談員：4名
<DV相談件数>新規 86件、延
1,446件
<証明書発行>延件数 74件
<緊急安全確保事業> 0件
<相談員の研修受講回数>延20回
○要保護児童等対策地域協議会に
とちぎ男女共同参画センターや警
察等様々な機関に委員になって頂
いており、DV相談の現状等につい
て情報を共有した。

Ａ

相談者の人
権に最大限
配慮し、適
切かつ慎重
に相談支援
等を行っ
た。

【確認】
緊急安全確保事業
の内容について

【確認】
「困難な問題を抱
える女性への支援
に対する法律」が
施行され、相談体
制の変更点を説明
してください。

〇緊急安全確保事業の内容について
保護者や配偶者等から虐待、暴力により被害を
受け、又は繰り返し被害を受けるおそれのある
者とその家族に対し、緊急時における安全確保
のため一時的に避難することができる施設を提
供する。

〇「困難な問題を抱える女性への支援に対する
法律」が施行され、相談体制の変更点
「小山市婦人相談員規則」の規則改正を実施。
支援対象者の人権保障、権利擁護を尊重した支
援への更なるスキルアップのため県主催の研修
会、意見交換会に積極的に参加。長年培った経
験と知識のある専任の女性自立支援員1名と母子
父子自立支援員兼女性相談支援員3名を継続配置
することにより、経験とスキルアップによる相
談対応を実施。

―

〇「困難な問題を抱える女性へ
の支援に対する法律」が令和6年
4月に施行され、相談内容が多岐
に渡るため配偶者暴力相談支援
センターの相談体制を整える。

3 1 ②

●体育・保健体育の授
　業における教育

継続 22

○保健の授業を年間指導計
　画に基づいて計画的、意
　図的に指導する。
・担当教職員の共通理解の
　下、発達の段階に応じ
　て、性に関する正しい知
　識を学べるよう配慮す
　る。

―
市内全
校実施

〇性的指向や性自認（性同一性）に関する差別・いじ
めに対する対応について
〇教職員に対する校内研修等を実施するなど、多様な
性にポジティブな環境（雰囲気）をつくる。
〇当事者が安心して過ごせる環境づくりを図る。（呼
称、トイレ、更衣室、服装等）
（例）児童生徒の性別により「君」「さん」を使い分
けるなど、人権尊重の視点から、適切な対応が求めら
れていることについて教職員への理解を促す
〇当事者がいる等の場合には、特別活動（学級活動）
等で学習することは可能。その場合には画一的な対応
ではなく、本人の希望にできるだけ添えるよう十分話
し合い、可能な限りの対応が求められる。

市内
全校
実施

○保健の授業を年間指導計
　画に基づいて計画的、意
　図的に指導する。
・担当教職員の共通理解の
　下、発達の段階に応じ
　て、性に関する正しい知
　識を学べるよう配慮す
　る。

●中学校・義務教育学
　校後期課程における
　思春期講座の実施

継続 22

○健康増進課の主管の下、各
学校で思春期保健講座を実施
する。
・保健の授業を通して学んだ
性に関する知識を基盤とし
て、既習の知識の再確認や新
たな視点からの情報提供を行
う。
　実施予定校：小山中、絹義
務、小山三中、乙女中、小山
城南中、間々田中

―
市内７
校実施

〇小学校４年生の保健において「体の発育・
発達」いついて学習する単元があるが、思春
期の体の変化などについて触れており、具体
的に性的指向や性自認について学習する場面
として考えられるのは中学校第１学年であ
る。ただし、取り扱わなくてはならないわけ
ではないため、各学校の実態に応じる。

市内
10校
実施

○健康増進課の主管の下、各学校で
思春期保健講座を実施する。
・保健の授業を通して学んだ生に関
する知識を基盤として、既習の知識
の再確認や新たな視点からの情報提
供を行う。
実施予定校：小山中、小山二中、小
山三中、小山城南中、大谷中、間々
田中、乙女中、豊田中、美田中、絹
義務

―

イ．相談支援体制の充実

3 1 ② イ 15

○ＤＶ被害者に対
する相談支援体制
の充実
○各種ハラスメン
ト、性犯罪等に対
する防止対策の推
進及び相談体制の
充実

人権・男女
共同参画課

〇女性のための心の相談
　（毎月第4金曜日）
　女性のカウンセラーに
　よる相談
〇女性の生き方なんでも
　相談（毎月第4金曜日）
　女性の弁護士による法律
　相談

――

ウ．性の尊重

3 1 ② ウ 16

○性に関して正し
い知識を持つため
の発達段階に応じ
た教育・啓発

学校教育課

【確認】
昨年の担当課回答
に、LGBT理解増進法
の基本理念について
市校長会で説明した
とあるが、理念を尊
重した教育活動の具
体的な内容を説明し
てください。

【確認】
アメリカ・イギリス
等では、幼稚園から
LGBTQ教育を行ってい
るが、性に対する考
え方、認識が明確で
ない、小学生以下に
もLGBTQ教育を進める
のは、早急と感じま
す。今後、進める予
定があるのかお聞き
したい。

○思春期保健講座（健康増進
課主幹）
実施校：大谷中、小山第三
中、絹義務、小山中、間々田
中、乙女中、小山城南中
各校２年生または３年生を対
象に実施
（内容）保健師や助産師の指
導の下、教科、領域の学習に
おいて得た知識を、より具体
的に映像や体験活動を通して
命の大切さや生について考え
た。

A

受精・妊
娠、異性へ
の尊重など
を普段接し
ている教員
ではなく、
専門家に指
導をいただ
くことによ
り、真剣に
自分事とし
て学ぶこと
ができるよ
うに配慮し
た。

B

同性の相談
員を配置
し、相談し
やすく、相
談者に寄り
添えるよう
に配慮し
た。
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令和６年度
事業計画

●思春期保健講座の実
　施

継続 24

思春期
保健講
座：市
内中学
校7校

思春期
保健講
座：
市内中
学校及
び義務
教育学
校
　
計7校

〇「思春期保健講座」
 ：7校　受講者合計1,001名
【大谷中、小山第三中、絹義
務教育学校、小山中、間々田
中、乙女中、小山城南中】

A

「性的欲求
の男女差」
という表現
をやめ、性
の多様性を
説明した上
で、性的欲
求も一人ひ
とり異なる
ため、互い
の気持ちを
尊重する大
切さを伝え
た。

〇講話の中で、性の多様性を説明した上
で、性的マイノリティの人たちがいるか
ら性が多様なのではなく、自分自身もそ
の多様な性をもつ一人であると理解する
ことが大切であると伝えています。

思春期
保健講
座：
市内中
学校及
び義務
教育学
校
　
計9校

〇市内中学校等への希望調査に
基づき,各学校に出向いて保健師
等による講座を実施する。個々
の生と性を尊重する意識の醸
成、望まぬ妊娠や性感染症予防
の知識習得を図る内容とする。
　実施予定：9校

●中学生ピアカウンセ
　リングの実施

継続 24

ピアカ
ウンセ
リングﾞ
事業：
アルカ
ディア

ピアカ
ウンセ
リング
事業：
市内中
学校3校
及び
アルカ
ディア
計4箇所

〇「中学生ピアカウンセリン
グ」
 ：3か所　受講者合計145名
【小山第二中、美田中、小山
市教育支援センター(アルカ
ディア)】

A

LGBTQについ
て、ロール
プレイを取
り入れた説
明を追加し
た。

〇性の多様性とその種類について説明し
た上で、ロールプレイを取り入れて理解
を促している。

ピアカ
ウンセ
リング
事業：
市内中
学校及
びアル
カディ
ア
3箇所
程度

〇市内中学校等への希望調査に
基づき,ピアカウンセラー(自治
医科大学ピア部)による講座を実
施する。自尊感情を高め、人生
設計や性の多様性について考え
る機会とする。
　実施予定：2施設

3 9  性的マイノリティの人権【新規】

3 9 ①  性的マイノリティへの理解のための教育・啓発の推進【新規】

3 9 ①

★特定職業従事者人権
　研修会の実施

継続 9

〇市職員及び関係機関に対
　しての研修会を開催し、
　性の多様性について啓発
　する。
　「特定職業従事者人権研
　修会」の実施

★
 年1回
　開催

 ★
 年1回
　開催

○「特定職業従事者人権研修
会」の開催
R6.1.22「 障害者と人権 」
をとりあげた。
（R5年度は、8月に人権講演
会にて「性的マイノリティ」
をとりあげているため、今回
の研修では障害者についてと
りあげた。）

〇誰にでも使いやすいトイレは、高齢者や障が
い者をはじめ、異性介助者や幼児連れの方な
ど、様々な方が利用できるトイレです。
　様々な方が利用できることで、トランスジェ
ンダーということを周囲に知られることなく利
用することができます。
　庁舎内で、当事者から問合せがあった際に
は、本人の意思を尊重した対応がとれるよう職
員向けハンドブックにて周知しておりますが、
今後も、周知啓発を実施してまいります。

 ★
 年2回
　開催

〇市職員及び関係機関に対
　しての研修会を開催し、
　性の多様性について啓発
　する。
　「特定職業従事者人権研
　修会」の実施

●性の多様性に関する
　啓発

新規 新規

〇法務局及び県で作成した
　啓発パンフレットの活用
〇市職員・教職員向けガイ
　ドラインを活用しての啓
　発

― ―

〇法務局及び県で作成した啓
発パンフレットの活用
〇市職員・教職員向けガイド
ラインを活用しての啓発

―

〇法務局及び県で作成した
　啓発パンフレットの活用
〇市職員・教職員向けガイ
　ドラインを活用しての啓
　発

●性的マイノリティに
　関する正しい理解の
　ための啓発
　（市民・事業所等）

新規 新規 〇研修会の開催 ― ―
○性の多様性に関して市民向
けの啓発パンフレットを作成

― 〇研修会の開催

56

【新規】
〇性的マイノリ
ティへの理解のた
め人権啓発の推進

B

「人権啓発
パンフレッ
ト」では、
性的マイノ
リティをと
りあげ、ア
ウティング
をしないこ
とについて
も記載し
た。性のあ
り方につい
てわかりや
すく記載す
るようにし
た。

市内中学校等への希望調査に
基づき,各学校に出向いて保
健師等による講座を実施す
る。個々の生と性を尊重する
意識の醸成、性感染症予防の
知識習得を図る内容とする。
　実施予定校：小山中、間々
田中、小山第三中、乙女中、
小山城南中、絹義務教育学校
の計6校

子育て家庭
支援課（健
康増進課よ
り移管）

3 1 ② ウ 17

○性に関して正し
い知識を持つため
の発達段階に応じ
た教育・啓発
○性や性差の正し
い認識を深め、自
尊感情を高め、自
己決定能力を養う
ための事業の実施

ア．偏見や差別意識を解消するための教育・啓発の推進 【新規】

人権・男女
共同参画課

3 9 ① ア

【要望】
市役所内に誰にで
も使いやすいトイ
レがあるが、もっ
とアピールすべ
き。トランスジェ
ンダーへの理解を
広めるためにも隗
より始めよと思い
ます。

【確認】
令和５年６月にＬ
ＧＢＴ理解増進法
が交付・施行され
ましたが、何か取
組みはされていま
すか。
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3 9 ①

●学校教育における性
　的マイノリティに対
　する正しい理解の促
　進

継続 88
○研修や研修資料等での啓
　発

― ―

○人権教育主任研修会で、市が
作成した「職員・教職員のため
の多様な性に関するハンドブッ
ク」を紹介し、性の多様性につ
いて取上げ、各校での取組をお
願いした。

―

○研修や研修資料等での啓発

●人権教育主任研修会
　の実施

継続 88
○小山市人権教育主任研修
　会を悉皆研修として実施

年1回 年1回

○小山市人権教育主任研修会を
悉皆研修として実施し、性的マ
イノリティの人権に対して取り
組み市の新規事業等について説
明した。

B 年1回
○小山市人権教育主任研修会を
悉皆研修として実施

●中学校ブロック人権
　教育研修会の実施

継続 88

○授業研究会（基底的・間
　接的・直接的指導の在り
　方）の実施
○人権に関する講話やワー
　クショップなどの実施

― ―

〇参集型、オンライン研修を含
む分散型で実施など、各学校区
の実情に応じて開催方法や回数
は異なるが、工夫しながら人権
教育の推進を目的とした研修会
を行った。

―

○授業研究会（基底的・間接
的・直接的指導の在り方）の実
施
○人権に関する講話やワーク
ショップなどの実施

3 9 ②  相談支援体制の充実【新規】

●行政サービスにおけ
　る対応の推進

継続 87

〇専門の相談窓口の案内
・「性的マイノリティの相談
　窓口」
 栃木県で性的マイノリティ
　の相談窓口を開設
『とちぎにじいろダイヤル』
　　　開設：第1・3金曜
　　　17:30～19:30

― ―

〇専門の相談窓口の案内
・「性的マイノリティ」の相
談があった際は窓口を案内。
栃木県の性的マイノリティの
相談窓口
　『とちぎにじいろダイヤ
ル』　開設：第1・3金曜
　　　17:30～19:30
・「男性の相談窓口」を掲載
　　『男の電話相談』
　　　開設：月・水曜
　　　17:30～19:30
      （パルティ）

【確認】
相談実績の有無に
ついて確認した
い。

【確認】
ＬＧＢＴ理解増進
法が施行後、取組
みの強化と変更点
を説明してくださ
い。

〇栃木県の性的マイノリティの相談窓口
　『とちぎにじいろダイヤル』の令和５年度
相談実績件数は54件でした。
　(栃木県人権・男女共同参画課 確認)
　小山市で性的マイノリティの関係の相談問合
せがあった場合は『とちぎにじいろダイヤル』
をご案内しております。令和５年度に小山市か
らご案内した事案はありませんでした。
〇令和５年４月にパートナーシップ宣誓制度を
導入し１年経過しました。その間、他市事例等
を調査し、宣誓した方へのメリットを増やす方
向で、庁内への調査を実施していくことを検討
しております。さらに寄り添った制度となるよ
う対応できればと考えております。

―

〇専門の相談窓口の案内
・「性的マイノリティの相談
　窓口」
 栃木県で性的マイノリティ
　の相談窓口を開設
　『とちぎにじいろダイヤル』
　　　開設：第1・3金曜
　　　17:30～19:30

●職員・教職員向け
　ガイドラインの作成

新規 新規
〇市職員・教職員向けガイド
ラインを作成し、周知する。
令和5年1月完成、運用開始

― ―

〇相談等があった際は「市職
員・教職員向けガイドライ
ン」を活用し、応対等を行っ
た。

―

〇相談等があった際は「市職
員・教職員向けガイドライン」
を活用し、応対等を行う。

●パートナーシップ宣
　誓制度の導入

新規 新規

〇パートナーシップ宣誓制度
の導入
令和5年4月1日導入、市要綱
による運用開始

― ―

〇3件の宣誓を受付した
○受付をスムーズに行えるよ
う、受付マニュアルを作成し
た。

―
○制度のサービス内容の充実等
について検討・実施していく。

A

パートナー
シップ宣誓
制度を導入
後、実際に
受付する際
の手順や注
意点等をま
とめたもの
を作成し、
宣誓者に対
し、スムー
ズに対応で
きるようの
態勢を整え
た。

各校で性的
マイノリ
ティを正し
く理解した
上で一人一
人に応じた
支援ができ
るよう、ハ
ンドブック
を紹介し、
活用をすす
めた。

イ 57

○学校教育におけ
る性的マイノリ
ティに対する配慮
と正しい理解の促
進

学校教育課

3 9 ② 58

【新規】
〇性的マイノリ
ティへの支援体制
づくり

人権・男女
共同参画課

イ．個人の尊重【新規】

3 9 ①
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3 12  災害に伴う人権問題

3 12 ①  人権尊重の視点に立った被災者支援

●女性・高齢者・障が
　い者等の具体的な避
　難対応策の構築

新規 新規

〇令和4年に決定した方針を
タイムラインに反映し、職員
に周知することで、職員全員
の意識の共有を行う。

― ―

〇要配慮者等の避難行動に配慮し、日
中のうちに避難できるよう避難情報
「レベル3高齢者等避難」を前倒しで
発令できる方針を決定したことから、
小山市職員向けタイムラインにおいて
【第1次警戒体制】では「避難が必要
な状況が夜間・早朝の場合は、高齢者
等避難の発令を見越して、第2次体制
への早期移行を検討。」、【第2次警
戒体制】では「避難が必要な状況が夜
間・早朝の場合は、早期に避難指示の
発令判断」の文言を追加し、関東に台
風が上陸する恐れがある際など、事前
に職員にタイムラインを周知し、意識
の統一を図った。

A

○保健師の人員に限りがあることから、事前に保健
師ごとに担当地区を設定し、避難所が開設された際
は、保健師による避難所の巡回対応を行うことと
なっております。また、大規模災害発生時において
はDWAT（災害派遣福祉チーム）や災害時応援協定に
よる派遣等によりケア体制を整えてまいります。
避難所内は、避難者同士の施設運営がスムーズに進
むよう自治会単位でグループ分けすることを基本と
しますが、高齢者や乳幼児などの要配慮者がいる世
帯は、まとめて配置するなどの配慮をすることを、
避難所運営マニュアルで推奨しております。
また、避難所生活が困難な方については、福祉避難
所を開設することで対応するほか、開館時間内にお
いて、小山市児童センターに未就学児と保護者を受
け入れることで避難所生活における心理的負担の軽
減を目的として、協定を締結しております。

―

○引き続き、台風接近時等は庁内掲
示板を活用し、早期から注意を呼び
掛けるとともにタイムラインを示す
ことで、発災時に速やかに体制を構
築する。
○要配慮者等の避難行動に配慮し、
日中のうちに避難できるよう避難情
報「レベル3高齢者等避難」を前倒
しで発令する。

●女性・災害時要配慮
　者向けの避難所備蓄
　品の充実

継続 86

〇令和4年度の方針変更を基
に、プライベートテント、乳
幼児用ミルク、備蓄ゼリー等
の整備を進める。

― ―

○更衣室や授乳室等に使用するプライベー
トテントは、女性への配慮及びジェンダー
フリーの観点等から、令和4年度の方針変更
（各避難所1張→3張）に基づき整備を進め
た。
　・30張追加（総整備数：92張）
〇乳幼児用ミルク
・固形タイプ：480食
・粉ミルク（アレルギー対応）：108食
・液体ミルク：96食
〇幼児や高齢者など咀嚼能力の弱い避難者
向け備蓄ゼリー
・400食
〇また、社会情勢や避難者ニーズに柔軟に
対応できるよう、必要性を検討し品目等の
見直しを図った。

A

○令和６年３月に、災害への備えやハザード
マップを掲載した防災ガイドブックを治水対
策課と発行し、全戸配布を行っております。
その他、引き続き、出前講座等による防災講
話や各種訓練の実施等、防災意識の向上に努
めてまいります。 ―

○方針の実現に向け、引き続き、計
画的にプライベートテントの整備に
取り組んでいく。
〇女性や要配慮者用の防災備蓄品の
開発等に注視し、ニーズに合った備
蓄に柔軟に対応していく。

●男女共同参画の視点
　に立った避難所等の
　運営

新規 新規

〇女性視点のみならず現在の
ジェンダーフリー思想に配慮し
た避難所運営に関する訓練項目
を盛り込んだ避難所開設訓練を
実施する。

― ―

〇女性、乳幼児、高齢者、障が
い者のほかジェンダーフリーに
配慮した避難所の区画割やプラ
イベートテントの活用方法等に
関する項目を盛り込んだ避難所
開設・運営訓練を実施した。

B

〇災害時の要配慮者における避難について
は、個別避難計画として、福祉総務課が所管
しており、現状の把握及び対応に努めている
ところです。 ―

〇実災害時の避難所における女性や
ジェンダーフリーに関する情報収集
を図る。
〇今後も、女性の視点やジェンダー
フリー等に配慮した項目を取り入れ
た訓練を継続して実施する。

●避難所従事者への女
　性の積極的な登用

新規 新規

〇職員課に対して、避難所対応
職員のリスト作成の際は地域防
災計画に基づき避難所ごとに1
名以上の女性職員を配置するよ
う継続して依頼する。

― ―

〇避難所への女性職員の配置に
ついては、小山市地域防災計画
に基づき、職員課においてあら
かじめ避難所開設時派遣職員名
簿（各避難所3名）を作成して
おり、全避難所58箇所のうち9
割以上の避難所において、初期
対応から女性職員1名以上が配
置される体制を整えた。

B

○避難所運営において、令和６年４月の改正個
人情報保護法に伴う対応の変更はありません。
避難所が開設される際に、初期対応を行う職員
に対し、毎年、避難所開設訓練を実施してお
り、避難所受付の際には既に記載してある避難
者情報が見えない方法での対応を徹底するよ
う、個人情報の取扱いについても指導を行って
おります。
引き続き、避難所開設時に収集した避難者情報
（避難者カード・避難所受付名簿）の管理・取
扱いに十分注意するとともに、避難者の中に
DV・ストーカー等被害が確認された場合は、当
該避難者の情報の取扱いについて、特に配慮
（当該避難者に面会を求める者の氏名、連絡先
を聴取し、事前に避難者に面会の意思確認をす
るなど、直接接触させない等）して対応するこ
ととしております。

―

〇居住地と避難所との距離等の理由
により、全ての避難所において初期
対応から女性職員1名以上を配置す
ることは難しい状況ではあるが、引
き続き、職員課との調整を継続して
いく。

●防災における男女共
　同参画意識の啓発

新規 新規

〇イベントや啓発展示の中
で、国や県の防災ガイドブッ
クを活用し、防災における男
女共同参画の意識啓発

― ―

〇防災研修会で啓発
・プライベートテント設営
・子育て世代に配慮した防災
災害対策
・市防災ガイドブックやパン
フレットなど

〇避難所等においては、避難者の情報開示や個
人情報の取扱を徹底するともに、 避難者の中
に、配偶者からの暴力、ストーカー行為、児童
虐待の被害を受ける恐れがある者が含まれる場
合は厳重に個人情報を取扱う事が必要であるこ
とから、防災研修会を開催し、参加者に個人情
報の適切な取扱いに関する啓発を行ってまいり
ます。

―
〇イベントや啓発展示の際、防
災における男女共同参画の意識
啓発を図る。

●避難所運営に誰もが
　リーダーとして参画
　するための仕組みづ
　くり

新規 新規
〇男女共同参画の視点にたっ
た防災研修会の開催（9/4）

― ―

〇男女共同参画の視点に立っ
た防災研修会～防災になぜ男
女共同参画の視点が必要なの
か～
講師:鈴木秀洋（9/4 30名参
加）

―
〇男女共同参画の視点にたった
防災研修会の開催

【確認】
個人情報保護法改
正についての啓発
の取組みについて
説明してください

【要望】
避難所の設置・運
営にあたっては、
障がい者の特性に
ついて理解できる
人材を配置してほ
しい。区画割など
も要支援者への注
意が必要と思いま
す。

【要望】
今後、起こりうる
であろう災害に対
して誰もが安心し
て避難できるよ
う、市民も含め
て、更なる意識向
上が必要だと思い
ます。

【確認】
ひとり暮らしの高
齢者や障がい者な
ど、自力で避難す
ることが困難な人
達を誰がどのよう
に避難させるのか
想定しているので
しょうか。

【確認】
個人情報保護法が
改正されました
が、避難所運営に
おいて、対応すべ
きこと、取組み等
はありますでしょ
うか。

3 12 ① 65

○女性・高齢者・
障がい者等の被災
者の視点に立った
支援体制づくり
〇防災分野におけ
る政策・方針決定
過程への女性の参
画拡大

危機管理課

備蓄につい
ては女性や
災害時要配
慮者に対応
できるよ
う、必要性
を考慮し、
計画に対し
て柔軟に対
応してい
る。
避難対策や
避難所の運
営等は実災
害時の混乱
の中でも女
性や災害時
要配慮者へ
の対策が実
施されるよ
う継続して
訓練や周知
を行ってい
く。

人権・男女
共同参画課

B

研修会を開
催する際
は、人権に
配慮した内
容とした。
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